
　令和３年度　鴻巣市立吹上中学校　教職員による学校自己評価
５：よくできた　４：だいたいできた　３：あまりできなかった　２：ほとんどできなかった

評価領
域

番号 評  価  項  目 5 4 3 2 前年度 増減 R3年平均 差 分析と改善策
1 学校教育目標を理解し、実践に努めたか 36% 64% 0% 0% 4.4 → 4.4 ±０

2 指導計画、適切な評価・評定、シラバスの改善を図るよう努めたか 42% 58% 0% 0% 4.4 → 4.4 ±０

3 学級・学年・学校経営の一貫性を意識し、実践に努めたか 43% 57% 0% 0% 4.3 ↗ 4.4 0.1

4 生徒にとって「居場所」のある学年・学級づくりの推進に努めたか 52% 48% 0% 0% 4.6 ↘ 4.5 -0.1

5 分かりやすい授業を工夫し、生徒の意欲を引き出す授業の実践に努めたか 35% 55% 10% 0% 4.5 ↘↘ 4.3 -0.2

6 ＧＩＧＡスクールに伴うICT機器を積極的に授業に活用できたか。 20% 45% 30% 5% 3.8

7 基礎学力の向上を目指し、具体的な手立てを講じるよう努めたか 50% 45% 5% 0% 4.5 → 4.5 ±０

8 生徒と共に行動するよう努めたか（礼、時、清掃） 41% 59% 0% 0% 4.8 ↘↘ 4.4 -0.4

9 生徒に自己有用感（よさや誇りなど）を実感させるよう努めたか 45% 55% 0% 0% 4.5 → 4.5 ±０

10 生徒の心を揺り動かす感動場面の設定に努めたか 41% 41% 18% 0% 4.2 → 4.2 ±０

11 教育公務員として、(※)顧客の満足度はどうなのかを意識し、行動するよう努めた 24% 71% 5% 0% 4.2 → 4.2 ±０

12 いじめを起こさない学校づくりを念頭に未然防止に努めたか 45% 55% 0% 0% 4.4 ↗ 4.5 0.1

13 迅速な対応と職員連携によりいじめの早期発見と解消に努めたか 50% 50% 0% 0% 4.5 → 4.5 ±０

14 交通安全について随時指導を行うよう努めたか 45% 55% 0% 0% 4.5 → 4.5 ±０

15 生徒の健康な心と体つくりの支援を行うよう努めたか 48% 52% 0% 0% 4.6 ↘ 4.5 -0.1

16 仕事に責任をもち、教職員のチームワークを大切にするよう努めたか 59% 41% 0% 0% 4.6 → 4.6 ±０

17 学年職員間の報告・連絡・相談を密にするよう努めたか 55% 45% 0% 0% 4.6 ↘ 4.5 -0.1

18 学年会議では具体的方策を提案し、共通理解を図るよう努めたか 55% 40% 5% 0% 4.3 ↗↗ 4.5 0.2

19 生徒を呼び出すなど、計画的にカウンセリングを実施するよう努めたか 48% 38% 14% 0% 4.5 ↘↘ 4.3 -0.2

20 家庭との連絡を適切に行うよう努めたか 43% 52% 5% 0% 4.5 ↘ 4.4 -0.1

21 学年集会では、ねらいを明確にした話をするよう努めたか 47% 42% 11% 0% 4.5 ↘ 4.4 -0.1

22 朝の一斉読書の充実、朝の会・帰りの会の工夫を行うよう努めたか 64% 9% 27% 0% 4.4 → 4.4 ±０

23 教室内外の掲示に気を配り、花や植物を適切に配置するよう努めたか 30% 60% 10% 0% 4.4 ↘↘ 4.2 -0.2

24 各教科・領域の指導計画に基づき、適正に授業を実施するよう努めたか 33% 56% 11% 0% 4.7 ↘↘ 4.2 -0.5

25 基礎学力の向上を目指し、授業の実施時数を確保するよう努めたか 52% 48% 0% 0% 4.5 → 4.5 ±０

26 習熟度別学習や一斉授業等で個に応じた指導の工夫・改善に努めたか 40% 55% 5% 0% 4.4 → 4.4 ±０

27 テストの得点だけでなく、多面的な学習の評価を行うよう努めたか 45% 55% 0% 0% 4.8 ↘↘ 4.5 -0.3

28 道徳の授業を年間指導計画どおり実施するよう努めたか 6% 76% 18% 0% 3.9 → 3.9 ±０

29 学級活動を年間指導計画どおり実施するよう努めたか 18% 76% 6% 0% 4.1 → 4.1 ±０

30 学習内容・学習形態・学習場面等の工夫・改善に努めたか 50% 45% 5% 0% 4.5 → 4.5 ±０

31 授業のめあてや目標を提示するよう努めたか 45% 55% 0% 0% 4.6 ↘ 4.5 -0.1

32 部活動に対する保護者等の理解・協力が得られるよう努めたか 38% 57% 5% 0% 4.4 ↘ 4.3 -0.1

33 月ごとの生徒指導委員会の指導方針を受け、随時・随所で生活指導を行うよう努めたか 41% 59% 0% 0% 4.5 ↘ 4.4 -0.1

34 生徒の相談に対し、きめ細やかな対応をするよう努めたか 50% 50% 0% 0% 4.6 ↘ 4.5 -0.1

35 集配物や諸調査の取扱いをする際、生徒の個人情報に配慮するよう努めたか 71% 29% 0% 0% 4.8 ↘ 4.7 -0.1

36 日頃から生徒への指示を具体的に分かりやすく伝えるよう努めたか 67% 33% 0% 0% 4.6 ↗ 4.7 0.1

37 保護者会や諸行事等、TPOにかなった服装や態度で臨むよう努めたか 64% 32% 5% 0% 4.5 ↗ 4.6 0.1

38 担当の普通教室、少人数教室、特別教室、準備室等の整理整頓をするよう努めたか 55% 41% 5% 0% 4.7 ↘↘ 4.5 -0.2

39 備品の管理と活用が十分できるよう努めたか 64% 36% 0% 0% 4.6 → 4.6 ±０

40 安全点検日以外の日にも、安全確保の確認を行うよう努めたか 45% 55% 0% 0% 4.5 → 4.5 ±０

41 職員会議等で指示されたことを適切に実施（実行）するよう努めたか 50% 50% 0% 0% 4.7 ↘↘ 4.5 -0.2

42 諸会議等では具体的な方策を提案したり、建設的にかかわったりするよう努めたか 27% 64% 9% 0% 4.1 ↗ 4.2 0.1

43 分掌を通して報告・連絡・相談に努めたか 64% 27% 9% 0% 4.4 ↗ 4.5 0.1

44 分掌に関して前年踏襲ではなく、常に改善しようと努めたか 27% 55% 18% 0% 4.3 ↘↘ 4.1 -0.2

45 メモを取り、予定を立て、常に段取りよく仕事を行うよう努めたか 27% 68% 5% 0% 4.4 ↘↘ 4.2 -0.2

46 校舎・体育館・部室等の鍵締め、鍵の管理に万全の注意を払うよう努めたか 45% 55% 0% 0% 4.6 ↘ 4.5 -0.1

47 職員室の机上（机中、机下）を常に整理整頓するよう努めたか 18% 77% 5% 0% 4.3 ↘↘ 4.1 -0.2

48 生徒の個人情報等の管理に細心の注意を払うよう努めたか 50% 50% 0% 0% 4.8 ↘↘ 4.5 -0.3

49 生徒事故に適切に早期対応ができるよう努めたか 55% 45% 0% 0% 4.7 ↘↘ 4.5 -0.2

50 生徒事故発生後の家庭への連絡など適切な対応ができるよう努めたか 62% 33% 5% 0% 4.6 → 4.6 ±０

51 教職員事故防止を自分の問題として捉え、行動するよう努めたか 50% 50% 0% 0% 4.7 ↘↘ 4.5 -0.2

4.49 ↘ 4.40 -0.09

●学校教育目標
　本校の教育目標は「進んで学ぶ生徒」「心豊かな思いやりのある
生徒」「たくましい生徒」であり、知・徳・体のバランスの取れた生き
る力を育てることを目指して取り組んできました。特に今年度は開
校７５年目に当たることから、節目の年と位置付けて「当たり前への
挑戦」を合言葉にしました。各学級において同一歩調で働きかけを
継続し、当たり前のこともおろそかにしない、前向きな生活が送れ
ています。今後も、生徒の実態に応じた重点を定めて、一体感と学
びがいのある学校づくりに努めます。

●学習指導
　３年生中心であった数学の少人数指導を、前期・中期・後期に分
けて全学年に拡大しました。また、毎時間の小テストの実施など教
科内で基礎学力向上策を申合わせて取り組みました。保護者アン
ケートでは、策が必ずしも完全に実施されていないとのご指摘もあ
り、臨機応変の継続に努めます。分かりやすい授業については、生
徒アンケートによると数値は向上していますが、職員による評価で
は低下している状況です。今年度、ＩＣＴ活用を新たな評価項目に加
えましたが、全ての教科で電子黒板等の活用が進んでいます。今
後、生徒用タブレットのさらなる活用に取り組んでいきます。

●生徒指導
　明るく節度ある生活が送れています。さらなる向上のため、スマホ
ルールを生徒の話合いにより定めました。しかし、登下校の交通マ
ナーや公共施設での過ごし方についてご意見をいただくこともあり
ました。即座に巡回指導をするとともに、地域で生活することについ
て意識を高める指導をしています。いじめの早期発見のためには、
毎月のアンケート、日常的な声掛けや見守りを継続しました。行事
縮小により生徒と共に過ごす実質的な時間は例年より減っていま
すが、よりアンテナを高くして職員間の情報を共有します。

●健康・安全指導
　健康面では、生徒会活動を生かしながら熱中症と感染症対策を
強化しました。安全については、避難訓練を計画的に実施するとと
もに、学期初めにPTAの協力により登校指導を行いました。体力向
上については、本校生徒の弱点である持久力強化の取組を体育
授業で継続します。

●教育相談
　毎日の会話・やり取り帳から生徒理解を進め、相談しやすい関係
づくりに努めました。よりカウンセリングの必要な場合は、さわやか
相談室や関係機関の力も借りながら悩みの解決を図ります。
●家庭との連携
　学級・学年通信によって学校生活の様子や今後の予定をお知ら
せし、電話連絡や家庭訪問も行いました。授業参観は実施できま
せんでしたが、ご要望は、随時お受けしています。
●環境整備
　保護者アンケートでは、環境整備が最も評価の高かった項目の
一つでしたが、職員による自己評価は低下しています。花壇の花
植えと水やりは生徒会活動として行い、敷地内の除草は環境美化
会員の力をお借りしています。校内の掲示物は生徒作品や職員の
作成物のバランスを考えて整えていますが、評価数値が低下して
いることから、より季節感ある掲示と頻繁な張り替えに努めます。ま
た、日常の清掃活動にも力を入れます。

●教育計画
　昨年度に続き、コロナ禍の影響により授業や行事が制約された
り、時期を変更せざるを得ないことがありました。生徒と職員のアイ
デアを生かして充実を図り、その活動状況を公表したＨＰはアクセ
ス数が急増しています。指導が十分でなかった点は年度内に補充
します。また、年間指導計画を職員室に常備し、進度を目で確認し
ながら確実な実施に努めていきます。
●学習評価
　今年度から新学習指導要領が全面実施となり、シラバスや１学期
末のお知らせのとおり、評価の観点がどの教科も３点に整理されま
した。これに照らして多様な評価ができるようさらに工夫します。そ
の評価方法は生徒に説明し、公正・公平な評価に努めます。
●指導の工夫
　授業のめあて・目標の提示については、生徒アンケートは向上し
ていますが、職員評価では低下しています。授業の分かりやすさに
ついては、学年が上がるほど生徒の評価数値が下がる傾向があり
ます。この結果を踏まえて、達成感のある授業を目指します。

●部活動
　新人戦やいくつもの大会が中止となり、部活動は我慢の年となり
ました。しかし、運動部でも文化部でも出場した大会で目を見張る
活躍があり、本校の名を著しく高めました。保護者の皆様との連携
をさらに強めるため、全ての部による一斉の部活動保護者会の設
定について検討していきます。また、朝練習後の朝読書にしっかり
取り組み、落ち着いて１日の学級生活を始められるよう、年度当初
のガイダンスで指導します。

●職員連携
　会議で申し合わせた事項は共通理解・共通行動に努めましたが、
№４１の項目において５の段階と４の段階がちょうど半々であり、十
分ではないようです。お互いに確認しあいながら、漏れのないよう
に取り組みます。

●施設管理
　毎月、職員が分担して施設の安全点検を実施するほか、日常の
危険箇所の把握に努めました。市に申請した今年度の修繕箇所は
約５０件に上り、そのほか職員が自力で修理した場所もあります。
結果、大きな事故は発生していません。特別教室等は、整理整頓
に努めるとともに不用品は適切に廃棄します。また、カギの管理も
適切に行います。

●事故対応
　生徒の体調不良やケガの状態によって救急車を要請した際に
は、家庭・病院への連絡、他の生徒への指示等、職員が連携して
迅速に対応しました。評価数値は低下していますが、甚大な生徒事
故は発生していません。安全第一・健康優先を念頭に、事前の事
故防止にも十分注意します。

●服務規律
　来校者や電話への丁寧な対応に努めました。体罰や会計事故、
ワイセツ行為、飲酒運転等、教職員不祥事の防止のため、校内研
修に取り組みました。生徒の個人情報保護のため、特に定期テスト
期間中は職員室の出入りを制限していますが、より一層厳正に取
り扱います。また、職員の机上整理にも努めます。担当する校務の
改善について評価が低下していることから、新しい発想を大切にし
ます。
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本校職員による評価結果を、昨年度評価と比較

して表にまとめています。このうち、数値に変化

のあった項目を中心に、今年度の取組を振り返り

ました。分析に当たっては、保護者・生徒のアン

ケート結果も踏まえています。

来年度も、職員一丸となって生徒一人一人の成

長を図ってまいります。引き続きご理解とご協力

をお願いいたします。


